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廃棄物処理先進事例調査
平成29年７月14日（金）14：00より神奈川県大和市にある極東開発工業株式会社（横浜

工場）に訪問し、23回目となる本会収集運搬部会の先進事例調査として、安全で効率のよ

い廃棄物の収集作業を可能とする脱着ボデー車用「ハイパースイング・フックロール�」

の製造現場を見学しました。

第23回 極東開発工業株式会社･横浜工場

■概 要

会 社 名 極東開発工業株式会社

代 表 者 代表取締役社長執行役員 髙橋 和也

本社所在地 兵庫県西宮市甲子園口６丁目１－45

設 立 1955年６月１日

資 本 金 118億9,986万7,400円（2016年３月末時点）

従 業 員 数 連結2,485名 単独978名（2016年３月末時点）

事 業 内 容 特装車事業 特装車の製造、販売及び修理等

環境事業 環境整備機器及び施設（トレマッシェ�破砕機等）の製造・

建設、販売、修理、運転、メンテナンス等

パーキング事業 立体駐車装置の製造、販売及び修理、駐車場の経営

（コインパーキング）等
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■特装車の製造工程

① 設 計 より頑丈で安全な車両を造るための設計図を作成する。

（受注生産により多品種の取扱いが可能）

↓

② 成形工程 鉄板等の材料を部品の形に切り抜いたり曲げたりして、必要な部品に加工する。

↓

③ 製缶工程 加工された部品を用いてボデーやサブフレーム等を組み立てる。

↓

④ 電着塗装 組み立てられたボデーや各部品にムラのない均一の電着塗装を施し、防錆力を上げる。

（下塗り）

↓

⑤ 組立工程 搬入されたシャシにボデー、サブフレーム、その他の部品等を取り付ける。

↓

⑥ 塗 装 上塗りブースにてボデーに仕上げの塗装を施す。

（上塗り）

↓

⑦ 検 査 完成した車両は検査員による厳しい品質検査を受ける。

（国土交通省の指導を経て、一部の車両については、これにより車検が不要）

↓

⑧ 完 成
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【横浜工場の概要】

・代 表 工場長

・所 在 地 神奈川県大和市深見西４丁目１－62

敷地面積 62,423㎡ 延床面積 62,719㎡

うち工場敷地 45,829㎡ うち工場延床 28,701㎡

うち車両物流センター他 16,594㎡ うち車両物流センター他 34,018㎡

・操 業 1962年３月

・従業員数 547名（2016年３月１日時点）

・環境活動 ISO14001の取得

ＳＯＣ（カドミウム、鉛、水銀、六価クロム）の削減について、一般社団法人日本自

動車車体工業会（JABIA）の自主目標を達成

・備 考 ダンプトラックの主力生産工場で大型車から中小型車まで、トレーラを除く全機種を

生産している。また、１台積車両運搬車：フラトップ�Zero、中小型脱着ボデー車：

フックロール�の生産も行っている。

神奈川県の中央部に位置する大和駅から徒歩圏内で、住宅街、商業施設に囲まれた立

地環境の中、狭い敷地面積を最大限有効活用する工夫（上記延床面積が示すとおりコ

ンパクトで立体的な工場活用）をしている。

会社の経営理念に基づき、地域活動への積極的な参加や小学生をはじめとする一般の

見学者も受け入れ、広く社会に開かれた工場として取り組んでいる。
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■ハイパースイング・フックロール�

同社が開発・製造する「ハイパースイング・フックロール�」には、以下の特徴がある。

１）吊上能力

油圧の高圧化とアーム強度の向上により、約13％の吊上能力向

上（同社従来比）がなされ、従来よりもさらに余裕をもった安心

の積込み作業が可能となっている。また、後述の「フックチルト」

により、フックを前方に約70㎜チルトさせることで、さらに吊上

能力の向上を図っている。

２）作業スピード

油圧の高圧化をはじめとした油圧機構の刷新により、約10％の

作業スピード向上（同社従来比）がなされている。さらに傾斜セ

ンサと電磁比例弁を用いた同社独自のKOMT（KyokutoOptimal

MotionTechnology）�システムの採用により、最適なエンジン

回転数での作業が可能となり、スムーズで効率的な作業と機器へ

の負荷低減を図っている。また同社独自のショックレス機構でコンテナの積卸し時のショックを軽減も図っ

ており、コンテナ本体やコンテナ置き場の地面を傷つけにくくするよう配慮されている。加えて、安全回

路設計の採用により、作業時の電気関連トラブルや危険動作を防止するようになっている。

３）フックチルト

車両を移動させずに、フックを325㎜後方にチルトさせてコンテ

ナのリフトバーを引っ掛けることが可能なフックチルトを標準装備

しており、遠くにある積載物を効率よくキャッチできるとともに、

キャリアのバンパーやテールランプへの干渉を防ぎ損傷させにくく

している。

アームには、コンテナの引っ掛け作業を助けてくれるフックサポー

トが装備されており、より簡単にコンテナのリフトバーを引っ掛け

ることが可能である。またフック先端の返しにより、脱着時にコン

テナががたついた場合でも外れにくく、安心して積み込むことがで

きるようになっている。フック背面にはコンテナロックプレートを

採用し、フック背面とコンテナフロントパネルの隙間に入ってコン

テナロックをアシストし、安全な脱着作業に役立つ。
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４）作業全高・作業全長

車体設計及びスイングモーションの最適化によ

り、作業全高の低減と作業全長の短縮化が図られ

ており、これによりさらに多様な現場に対応でき

るようになっている。作業全高の低減により、コ

ンテナの積込み角度が小さくなったので、荷崩れ

しやすい積荷も安心して吊上げが可能となってい

る。

５）ワイヤレスリモコン

荷台の状況を確認しながら操作できるワイヤレスリモコンを標準

装備しており、作業スピードが調節可能なアイドルアップ機能等、

手元で使用状況に合わせた動作パターンを設定でき、作業効率の向

上が図られている。

■脱着式コンテナによる積込みの留意点

１台の車両で様々な積載物の運搬を可能とする

ため、互換性のあるコンテナが多数存在する。ク

レーンやフォークリフトその他の建機と異なり、

積込みはコンテナの脱着のみで済むことから、積

込み時の負荷は大幅に軽減され、また操作に特別

な資格を必要としないことがメリットである。た

だし、キャリアの幅より広いコンテナの積載は道

路交通法上禁止されている。その他にも積載物が

特別な法規の適用を受ける時は、キャリア・コン

テナとも当該法規に適応した構造としなければな

らない。例えばコンテナは道路交通法上「積載物」

として扱われるが、高さの低い（浅い）コンテナ

で土砂を積むことが法的に問題であるか否かは不明確で、コンテナごと「土砂禁車両」として車両登録し

ているケースもあるようである。

工場の見学後、同社の脱着ボデー車を使用して、①コンテナに対し真正面から大きくずれた位置にキャ

リアを配置して積み込んだり、②キャリアが傾いた状態でコンテナを積み込んだりする等、望ましくない

積込み作業を実演していただいた。コンテナ20度、傾き±８度になると吊上げられないそうだが、現実問

題として、そのような状況はありうるので、実際に必要となる技術として今後の課題としているとのこと

である。

●JABIAステッカーについて

脱着ボデー車用コンテナ、国内唯一の公的認定機関で

ある一般社団法人日本自動車車体工業会の定める各部の

強度、互換性についての自主基準に適合したコンテナに

貼り付けられるステッカーで、同社もこのステッカーが

貼り付けられているコンテナの使用を推奨している。

足立課長による会社概要の説明
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■ま と め

廃棄物処理業の事故発生率は、他業種に増

して格段に高いという実情が依然としてあり

ます。廃棄物の収集作業や荷卸し作業におい

ても、それは例外ではありません。これを改

善するため、勿論、ドライバーや作業員に対

する教育・訓練と実践は不可欠ですが、加え

て、より安心・安全で効率のよい廃棄物の収

集及び荷卸しを可能とする車両や技術の研究・

開発も重要になってきます。

その意味において、極東開発工業株式会社

による特装車事業は「産業廃棄物処理業者に

よる安心・安全で効率のよい廃棄物の収集運

搬作業」に大きく寄与するものであり、延い

ては廃棄物の適正処理にも寄与するものです。

今後の、さらなる研究・開発に期待申し上げます。

最後に、訪問にあたり、大変お忙しい中、長時間にわたり誠実・丁寧にご対応・ご説明くださった、横

浜工場長の木津輝幸様、技術部課長の足立大志様、技術部主任の加藤祐太様、また兵庫県西宮市からご足

労くださった関西支店大阪営業所係長の荒木敏哉様に心からお礼申し上げます。

（文責 東 宏司）

足立課長と加藤主任から特装車について
詳細な説明を聞く


